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要約
日本語の同音語のアクセント型と音節構造について、統計的データにも
とづいて解析した。
EDR（日本電子辞書研究所）が編集した日本語単語辞書のうちの、約
30万語の普通名詞を統計的分析に使った。そのうち、外来語を含む単語は
削除した。そして、同じ発音と意味を持つ単語の候補は、代表する単語一
語に統合した。それら124，000語に統合された単語集合が、統計分析のた
めに使われた。
統合された単語集合の約35％の単語が、同音語の組に属していた。同音
語の組の数は、組数が増すほど、その組内の同音語数は減少し、それらは
お互いに正確に反比例していた。
この分析において、日本語の音節は、先行子音（＋半母音）＋後続母音
に、モーラ音素が付属する／しないものと定義した。ここで採用したモー
ラ音素は、長母音／H／、促音／Q／、および音節鼻子音（棲音）／N／である。
分析の結果、アクセントが付く確率は、母音型の音節（Vs）には平均
13％、半母音＋母音型の音節（yVs）には16％であった。どちらのケース
にも、後続母音の種類による際立った差はなかった。モーラ音素の影響に
ついては、モーラ音素が付いた音節にアクセントが付く確率は、後続する
半母音や母音の種類によらず、平均より数％高くなった。母音型の音節と
半母音＋母音型の音節を合わせると、アクセントの付く平均的な確率は14
％であったが、どの種類の先行子音の音節でも、モーラ音素が後続する音
節の確率は、平均より数％高かった。分析に使った単語集合に含まれる約
49万音節のうちでモーラ音素が後続する音節は30％以上もあった。さらに、
モーラ音素が後続する音節は、組の中の語数が非常に多い同音語の音声に
多く現れた。日本語の同音語は、全体の五十音順の表と、同音語の組の中
の単語数や単語を構成する音節数に分けて五十音順に配列した表に編集し
た。モーラ音素を含む単語は、モーラ音素の種類別に、五十音順の表と、
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単語を構成する音節数に分けて五十音順に配列した表に編集した。統計分
析のこれらの結果は、言語処理の基礎研究だけでなく語学教育および会話
訓練のための有益なデータとなる。
1．統計分析のための資料
EDR（日本電子辞書研究所）
の統計分析のために使った。
により編集された日本語単語辞書を、こ
1．1．EDR日本語単語辞書の普通名詞
EDR日本語単語辞書の、全体の「単語見出し」の約41万語から、約70
％を占める約30万語の普通名詞を抽出した。次に、その15％を占める外来
語を除いて、残りの「単語見出し」約256，000語を統計分析の元の資料と
して使った。
1．2．同音語の統合の過程
約256，000語の「単語見出し」の約80％は、同じ発音の単語のグループ
に属していた。しかし、それらのグループの単語のすべてが、いわゆる同
音語であるわけではない。見出し語5～7万語程度の一般的な国語辞典で
は、一つの見出し語として扱われている単語が、EDRの「単語見出し」
では、意味や表記の違いによって、細かく分かれている。これはEDRの
日本語単語辞書が自然言語処理関連の需要により作成されているため、意
味の違いによって語を一つ一つ詳細に区別しているからである。そこで、
次のような段階を踏んでr単語見出し」の統合の処理をした。
段階1．「発音」（「かな表記」ではない）が重複した「単語見出し」のグ
ループに、同じ「概念識別子」（単語の概念の最小単位）の部分
組があるならば、代表として「概念別頻度」が最も高いものを残
す。r概念別頻度」が同じ場合には、r単語見出し」の最後の行を
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残す。
段階2．「発音」が重複している「単語見出し」の組の中で、「概念見出し」
（「概念識別子」よりは大きいまとまりであるが、一般的な辞書の
見出しよりは細かい単位）が同じ部分組があれば、段階1と同じ
方法で代表を残す。
段階3．「発音」と「単語見出し」が同じ組の中から、代表として「概念
別頻度」が最も高いものを残す。r概念別頻度」が同じ場合には、
EDRの「レコード番号」の順で最後の行を残す。
統合の経過を図1に示す。段階1で元の「単語見出し」の256，000語が
約30％減って178，000語に、段階2で18％減って147，000語に、段階3で16
％減って、約124，000語になった。これは元の「単語見出し」の約50％で
ある。削除過程の具体例を表1に示す。このように統合された単語集合が
以下の統計分析のために使われた。
PROCESSTOCONSOLIDATETHEDUPLICATEDWORDS
O50，000100，000150，000
STEP1
STEP2
STEP3
NUMBEROFWORDS
200，000250，000300，000
GOMMONNOUNSEXTRACTEDFROMTHEEDRJAPANESEWORDDlCTlONARY
（LOANWORDSEXCLUDED）
DIFFERENT’℃ONCEPTIDENTIFIER”WORDSDUPLICATEDI256，000wordWORDSl
DIFFERERNT”HEADCONCEPT”WORDS
一30％100％?178ρ00w。rds
I???
DIFFERENT”HEADWORD”WORDSl
一18魅
147，000
DIF庄RENT”CONCEPTipENT旧E郎
”HEADCONCEPT’ゴANDHEADWORD”
一16％
124，000wordsWORDS
1 10
RATIOTOTHEEDRDICTIONARY（％）
図1．見出し語重複の削除過程
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表1．見出し語重複削除の例
ANEXAMPLEOFTHEPROGESSOFCONSOLIDATINGTHEEDRHEADWORDS
RECORDNO．HEADWORDPRONUNCIAT10NHEADCONCEPT PROCESS
JAPANESE ENGUSH MAINSTEPISTEP2STEP3
JWDO257498買い子 カイコ 0 1fldf下 買い子［カィコ］ PURCHASINGAGENTO
JWDO257499買子 カイコ 0 1fld仔 買い子［カイコ］ PURCHASINGAGENT0 O
JWDO425223買い子 カイコ 0 3c6209買い子［カイコ］ PURCHASINGAGENTO
JWDO425224買子 カイコ 0 3c62c9 買い子［カイコ］ PURCHASINGAGENT0 O ○ O
JWDO548703回顧 ガイコ ↑ 3dOc34回顧［カィコ］ REVIEW O 0 ○
JWDO517475回顧 カ’イコ 9 3ceda6 回顧する［カイコ・スル］ REVIEW 0 o ○ O
JWDOO36237解雇 ガイコ 0 Oe8908解雇する［カイコ・スル］ FIRE 0 0 o
JWDO543791解雇 ガイコ 62 3dO32f 解職する［カイショク・スル］ FIRE 0 0 o 0
JWDOO36263懐古 カ’イコ 4 Oe890a 懐古する［カイコ・スル］ REMINISCENCE0 0 o O
JWDOO36175蚕 カ’イコ 16 Oe88cf カイコ［カイコ］ SILKWORM O O O O
CONCEPTIDENTIFIER
CONCEPTOCCURRENCEFREQUENCY10875NUMBEROFHEADWORDS
2．日本語の同音語の性質
2．1．同音語の組数と組の中の単語数
統合された単語集合に含まれている同音語の組数と、組の中の単語数と
の関係を調べると、図2に示すようになる。同音語の組の中の単語数は、
この単語集合では、2語から37語にまで及んでいる。組数は組の中のそれ
ぞれの単語の数に応じて減少するが、このような多量の単語集合では、そ
れらが正確に反比例していることを表している。同音語の組内の単語数の
多い単語集合を表2に示し、表3にその一例を示す。同音語の組内の単語
数が10語以上の語の1、2音節語の音節別の単語数を表4に示す。
同音語を持たない単語は81，000語で、全体の124，000語の約65％である。
したがって、残りの約35％の単語が同音語の組に属していることになる。
この割合は、国立国語研究所1989の調査の、助辞を除いたM単位の同音語
の異なり語数の割合の34．9％に近いものである。
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図2．
1
NUMBEROFWORDSINAGROUP（X，words，Log）
同音語の組数と、組の中の単語数との関係
表2．組内の単語数の多い同音語
EXAMPLESOFGROUPSHAVINGALARGENUMBEROFHOMOPHONOUSWORDS
RANKINGKANANOTATIONPHONEMlCSYMBOLNUMBEROFHOMOPHONOUSWORDS???【????』??【??? ???????????????????? ??? ? ? 【『?? 『??? ?? ??? ???ー?? ?? ??? koHsikoHsyoH
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seNkoH
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syoHka
sikoH
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koHki
si
koHka
koHsiN
koHseN
syoHsi
siNkoH
koHkoH
koHzi
koHsoH
koHteH
sisyoH
seHka
? ??? ー?? ?????
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表3 組内の単語数の多い同音語の例
EXAMPLEOFAGROUPOFHOMOPHNOUSWORDS（キコーkikoH）
』???????????????????????????? ENG口SHMEANINGYOUYOURSCHOOLTHESTRUCTUREORFRAMEWORKOFSOMETHlNGANACHlEVEMENTTHATWASNOTEXPECTED
OFSOMETHING，TOHAVEAREMARKABLEEFFECTOFHANDIWORK，ACHARACTERISTlCOFBEINGRAREANDlNGEN10USANECCENTRICACTION
AUNIQUESMELLTOSTOPBYSOMEWHEREONTHEWAYTOONEISFINAL
DESTlNATION
ACONTRIBUTEDMANUSCRIPTADEVICETHATISMOSTINGENIOUSTHEACTOFREARMINGWITHNEWWEAPONS
OFAPERSON，TOCOMEBACKTOSCHOOLOFASHIP，TORETURNTOPORTTHEACTOFRETURNINGTOWORKATTHEFARM
THERETURNROUTEOFONE’SVOYAGETHELONG－TERMWEATHERCONDITIONSINANAREASTOMATHEWEATHERCONDITIONSOFAPARTICULARSEASON
ARARES！GHTTHEFUNDAMENTALPRINCIPLESUNDERLYINGA
GOVERNMENT
ARECORDONE’STRAVELSTHEACTOFBREAKlNGGROUNDINORDERTOBEGIN
BUILDING
TOWRITEOUTAROUGHCOPYSPARKLINGLIGHTTOGOSOMEWHEREONHORSEBACK
表4 同音語の組内単語数が10語以上の語の音節別の単語数
ONEANDTWOSYLLABLEWORDSOFGROUPSOFHOMOPHONOUSWORDS，ANDTH日RNUMBEROFHOMOPHONOUSWORDSINTHEGROUP（GROUPSCONSISTEDOFMORETHAN10HOMOPHONOUSWORDSARESHOWN）
1STAND2NDSYLLABLESARETHESAME
1STSYLko＠Hsi＠so＠Hka＠Ns＠Hka＠ka＠）iso＠Hki＠se（＠Nsi＠）Nta＠）ito＠H2NDSYGROUPS3818141212119987766WORDS66430523219819417 1 8 24寸3411311187フ6NONE 25ko＠Hsi＠syoHka＠Nso＠Hka＠ka＠iso＠Hki＠50＠Nsi＠Nta＠ito＠H443 31222833141519121915151214si（＠） 22ko＠Hsisi＠sisyo＠Hsika＠Nsise＠Hsika＠siso＠Hsiso＠Nsisi＠Nsi361 371922142923131519ko（＠）H 20囲sikoHsyoHkoHkaNkoHsoHkoHka＠koHkaikoHsoHkoHkikoHseNkoHsi＠NkoHtaikoHtoHkoH352 212417182フ2018202627222011so（＠）H 15koHsoHsiscH3yoHsoHkaNseHkasoHsoHsoHkisoHsiNsoH捻iseH231 斗92812181916171813ka（＠〉 15ko＠Hkasika＠syo＠Hkaka＠Nkasc＠H㎞so＠Hkaki＠㎏so＠Nkata＠ikato＠Hka230 221626162 121 141317syo（＠〉H 14koHsyoHsisyoHkaNsyoHkasyoHkaisyoHkisyoHsoNsyoHsiNsyoHtaisyoH234 352寸191414151414寸6ki（＠） 9ko＠Hldsi＠輔syo＠Hklse＠Hkika＠ki幽si＠Nkito＠Hki141 23201519141フ1111ka（＠）N 9koHkaNsikaNsyoHkaNsoHkaNsoHkaNkikaNtaikaN132to（＠）H 9koHtoHsyoHtoH㎏NtoHsoHtoHkaitoHsoHtoHsiNtoH125 20121412141512zyo（＠）H フkoHzyoHsizyoHsyoHzyoHkaNzyoHkazyoHkaizyoHscNzyoH101 20141415111215si（＠）N 7ko＠HslNsislNsyoHsiNkaisiNtoHsiN95so（＠）H 6koHsoHsisoHkaNsoHsoHsoHkaisoHkisoH94 211915131511GROUPS：NUMBEROFGROUPSOFHOMOPHONOUSWORDSWHICHINVOLVETHESYLLABU≡（SYLLABLES】NVOLVEDINMORETHAN5GROUPSARESHOWN．）WORDS：SUMOFTHENUMBERSOFHOMOPHONOUSWORDSINEACHOFTHEGROUPS
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2．2．同音語の単語の音節構造
2．2．1．日本語音節の定義の修正
この統計分析において、日本語の音節は、伝統的なr先行子音（＋半母
音）＋後続母音」ではなく、r先行子音（＋半母音）＋後続母音、の後ろ
にモーラ音素が付く／付かない」として定義した。日本語の東京方言の単
語アクセントはモーラ音素には付かないので、この定義による音節は、東
京方言の単語アクセントがひとつ付加され得る最小区分となる。この区分
は、後の、モーラの単語アクセントヘの影響についての分析に役立つ。こ
こで使われた子音の種類は、／＃／（先行子音なし）と、／s／、／k／、／z／、／r／、
／g人／h／、／b／、／n人／m／、／p／、／d／（ダデドの音節のみ）とした。母音は、
／a／、／i入／u入／e／、／o／、半母音は／y／（ヤユヨ行）と／w／（ワ）である。
モーラ音素は、／H／（母音の長音化した部分）、／N／（音節鼻子音（縷音
部分））、／Q／（声に出さない子音に進む促音化した部分）である。二重母
音化された部分／1／は、この分析では扱われていない。
2．2．2．単語の音節の数
単語の音節の数は、同音語の組の単語の数が増えるのに従って減少した。
22語を超える単語を持つ20組では、それらの80％は2音節語であり、残り
20％は1音節語であった。
2．2．3．単語の先行子音
この単語集合の音節数は、母音のみが続くもの（Vs）が436，000音節、
半母音＋母音が続くもの（yVs）が55，000音節で、合わせると491，000音節
あった。
先行子音の種類の出現頻度を、VsとyVsに分けて、図3に示す。
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NUMBEROFSYLLABLESGROUPEDBYPRECEDINGCONSONANTS
100，000
?????????）??
1，00010，000100，0001，000，000CV（syIlables）
母音型の音節と半母音＋母音型の音節の出現頻度の関係、先行子音
による分類
CV＝CyV10＊CyVV＋CyV＝1・α…》◎A”50ρ00．ノ蒐ノノもマず！、●s亀ノ
レ領．、li／／瞥1荊
／1｝！il－葦ノ豊蓋ーヨ 肇妻皇琶笹
図3．
yVsは平均でVsの約1／10である。yVsの値は、先行子音が／z／の場合
Vsに近かったが、／m／では約1／100であった。子音の種類による出現頻度
は、／k／が100，000音節、／＃／が72，000音節、／s／が71，000音節、次いで／t／が
51，000音節であった。／z／、／r／、／g／、／h／、／b／、／n／、／m／などの出現頻度
は、／k／の1／5程度に少ない。
多くの同音語を持つ20組に含まれている36種類の音節では、先行子音は
／k／と／s／だけしかなく、両方50％であった。モーラ音素の／H／は1／2の音
節についており、／N／は1／6の音節についていた。これらの／k／と／s／の出
現頻度は非常に大きい。なぜなら、統合された単語集合の約491，000音節
の中では、両方とも1／5ぐらいだからである。また、／k／と／s／とほとん
ど同ぐらい高い出現頻度を持つ先行子音の／＃／や／t／が含まれていないこと
は注目に値する。また、モーラ音素／H／の出現頻度の1／2も、平均出現
頻度である1／9に比べて高すぎる。
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さらに、これらのすべてが漢字（日本語の正書法における漢字）であっ
た。この割合は、統合された単語集合の中の漢字だけの単語の割合よりずっ
と多いことから、中国語の発音の影響を受けているものと考えられる。
2．2．4．単語アクセント型による区別
これらの同音語の組の中では2つ（または3つ）の単語アクセント型に
よる部分組が見られた。しかし、大きい方の部分組が組の同音語の単語の
80％より多くを占めていたので、アクセント型による区別は効果的ではな
かった。
3．単語のアクセントと音節構造
3．1．アクセントの付く確率
アクセントの付いた音節と付かない音節との割合を後続母音の種類別に
分類したものを、図4に示す。Vsの出現頻度で／a／、／i／、および／o／が多く、
／e／と／u／は少なかったが、違いは1／2以内であった。一方、yVsでは、
違いはより大きく、／yo／、／yu／、／ya／の順に1／2ずつ減少した。アクセ
ントの付くVsの平均は13％で、yVsは16％であった。いずれの場合でも、
後続母音の種類による差は顕著ではなかった。
3．2．モーラ音素を伴う音節
モーラ音素が付属する音節の全音節に対する比率を母音の種類別と子音
の種類別に図5に示す。次に、アクセントが付くか付かないかによる音節
の出現頻度の関係をモーラ音素が付くか付かないかに分けて、VsとyVs
の音節の種類別に、図6に示す。
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図5－2．モーラ音素が付属する音節の全音節に対する比率、子音の種類別
図6 アクセントが付くか付かないかによる音節の出現頻度の関係、母音
型と半母音＋母音型の音節の種類別。モーラ音素／H／、／N／、／Q／別。
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この統合された単語集合では、モーラ音素の付く音節の数は、Vsでは、
／N／が61，000音節、／H／が47，000音節、／Q／が5，500音節、yVsでは、／N／が
1，000音節、／H／が26，000音節、／Q／が500音節であった。モーラ音素の付い
たyVsの出現率は、その型の音節の平均的な出現率が1／10であるのに対
し、ほぼ1／2と高い。そのうちでは／yo／が3／4を、／yu／が1／4を占
めていて、Vsに匹敵する。
モーラ音素の影響については、Vsの平均13％およびyVsの平均の16％
より、モーラ音素が付いた音節に付くアクセントの出現頻度が数％高かっ
た。また、モーラ音素を伴わない場合は、すべての種類の後続半母音と母
音で数％低かった。これは、モーラ音素を伴う音節が持続時間が長いので、
声のピッチを下降させやすく、同時にその変化が聞き取りやすいというこ
とに関係していると考えられる。
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3．3．先行子音の影響
アクセントが付くか付かないかによる音節の出現頻度の関係を、モーラ
音素が付くか付かないかに分けて、先行子音の種類別に、図7に示す。
VsとyVsのアクセントの付く平均的な比率は14％であり、どのような
種類の先行子音の音節でも、モーラ音素の付く音節は、平均より大きく、
モーラ音素の付かないものは、平均よりも小さかった。先行子音の種類別
に見ると、／Q／の付く音節は2倍の28％にも及び、／g／、／k／、／s／、／b／など
が先行する音節にアクセントがよりつきやすい傾向が見られる。
図7、アクセントが付くか付かないかによる音節の出現頻度の関係、先行
子音の種類別。モーラ音素／H／，／N／，／Q／別。
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4．まとめ
日本語の同音語のアクセント型と音節構造との関係について、統計的デー
タにもとづいて解析した結果、統合された単語集合の約35％の単語が、同
音語の組に属していた。同音語の組の数は、組数が増すほど、その組内の
同音語数は減少し、それらはお互いに正確に反比例していた。
アクセントは、母音型の音節（Vs）には平均13％、半母音＋母音型の
音節（yVs）には16％付いた。どちらのケースにも、後続母音の種類によ
る際立った差はなかった。モーラ音素の影響については、モーラ音素が付
いた音節にアクセントが付く確率は、後続する半母音や母音の種類によら
ず、平均より数％高くなった。
日本語の同音語は、全体の五十音順の表と、同音語の組の中の単語数や
単語を構成する音節数に分けて五十音順に配列した表に編集した。モーラ
音素を含む単語は、モーラ音素の種類別に、五十音順の表と、単語を構成
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する音節数に分けて五十音順に配列した表に編集した。
統計的分析に使った単語集合に含まれる約49万音節のうちでモーラ音素
が後続する音節は30％以上もあった。さらに、モーラ音素が後続する音節
は、組の中の語数が非常に多い同音語の音声に多く現れた。モーラ音素の
音節での高い出現率、単語アクセントヘのそれらの有意な影響、そして、
それらの大量の同音語を作る働きは、日本語に特有の重要な性質である。
このことから、日本語の同音語の性質や日本語の単語アクセントヘのモー
ラ音素の影響についての統計的な分析結果を踏まえて編集したこれらの資
料は、言語処理の基礎研究だけでなく、語学教育に有用なデータベースと
なる。
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